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秋の全国交通安全運動
こど もと老 人の交 通事故 をなくそ う

小 坂 小 学 校　 鼓 笛 隊
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財政を公表

わた 廴た ちが納 め た税金は どん な役割 をはたし 、どの

よ うに使 わ れている のでし ょう か。

昭和54〕年度のｰ･ 般会jt 、 および国民 健康 保険 など特別

食jb/) 決算が、 ９Ｈ の定例議会 で認 定さ11 ました。

ここ では 衵 ごｰ-岐会 冊につい て哽い み ちをお知ら せし

ま↑ ‥

(性質別) (財源別)
歳
出

歳
入

歳
　
　
入

昭
和
瓦
十
年
度
の
歳
人
決
算
頡
は
九

偲
四
ｒ

六
万
円
で
、
前
年
慶
よ
り
一
億

三
百
九
十
八
万
円

寥
い
、

Σ
一
・
四
％

の
伸

び
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
財
源
は
何
と
い
っ
て
も
地
方
交

付
悦
で
、
全
体
の
半
分
を
占
め
、
つ
い

で
町
脱

こ

ヒ

・
八
％

）
、
国

庫
支
出

金
（
七
・
九
％
匸

県
支
出
金
｛
ａ

・

七
％

｝
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
入
を
人

き
く
分
け
る
と
依
存
財
禅

と
自
主
財
源

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
依
存

財
源
と
は
、
町

が
仕
事
を
漣
め
て
行
く

た
め
に
町
の
収
入
で
足
り
な
い
と
き
岡

や
県
に
た
よ
る
も
の
で
、
わ
が
町
で
は

こ
の
依
存
財
源

が
七
四
・
九
％
も
あ
り

ま
す
。
一
方
、
自
ｔ

財
源
は
町
が
自
ら

生
み
出
す
財
源
で
、
町
税

。
使
刷
科
、

手
蝕
科

、
財
産
収
入

な
ど
で
す
。
こ
の

自
主
財
源
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
そ
の

町
村
の
財
政
が
豊
か
だ
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
わ
が
町
は
こ
五
・
一
％

だ
け
で
す
。

地

方

交
付

税

こ
の
収
入
は
、
町
の
而
映
や
人
口
、

道
路
の
延
長
な
ど

．
定
の
基
準
に
よ
っ

て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
丘
卜

年
度
は
四
億
九
千
百
三
万
円
と
な
り
、

一
〇
・
四
％
の
伸

び
と
な
り
ま
し
た
。

町

税

総
額

。
億
六
予
七
百
六
十
ヒ
万
円
で

前
年
度
よ
り
一
七
・
八
％
、
こ
千
四

卜

三
万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は

固
定
資
産
艇
が
四
〇

・
二
％
と
最
も
多

く
、
つ
い
で
町
民
陛

、
た
ば
こ
消
費
税

の
順
で
す
。

国
庫

支
出
金

収
人
の
Ｉニ
番
め
と
し
て
七
千
四
百
三

ぴ
円
の
国
庫
支
出
金
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
水

道
、
林
道
。
道
路
な
ど
町
で

行
う
事
襄

に
対
し
、
国
が
補
助
し
て
く

れ
る
収
人
で
す

。『

県

支

出

金

同
じ
よ
う

に
県
が
支
出

し
て

く
れ
る

補
助
が
県

支
出
金
で
、
丘
ｔ
三
百
八
十

八
万
円
が
あ
り
ま
す
。



昭 和50 年 度 　町 の

町民の税負担

町民税　 圃定資産税'

一世帯当り23  . 2  円2･4  . 530円

一 人当 り　5 . 2 円　5  . 532円

総　 務　 費

土　 木　 費

教　 育　 費

民　 生　 費

農林水産業費

衛　 生　 費

消　 防　 費

公　 債　 費

議　 会　 費

そ　　の　 他

1億7  ､ 500万円

1億6,588万円

1 億 4 ､ 9861万 円

1億2  . 946万 円

1億1 . 034万 円

6,832万円

4 , 715万 円

2 ､ 985万 円

2 ､ 901万 円

1｡287万円

2 ､ 0 Ⅸ )万 円

ひとり当たりの

歳　出

75 . 506円

歳

出

（
目
的
別
）

歳
　
　

出

今
年
も
で
き
る
だ
け
節
杓
に
つ
と
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
国
、
地
方
を
と
わ

ず
不
況
の
長
期
化
と
と
も
に
全
岡
的
な

財
政
難
か
ら
、
わ
が
町
も
非
常

に
き
び

し
い
五
十
￥

度
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
中
で
、

町
は
住
民
の
生
活
関
迎
事
業
を
ｉ
点
的

に
実
施
し
、
反
面

、
経
費
の
節
減
、
効

率
化
に
つ
と
め
健
全
財
政
を
維
持
’
』ま

し
た
。
歳
出
総
額
は
九
億
一
千

七
百
七

に一
に
匕

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
九
千
三
百

十
三
万
円

ふ
え
て
一
一
・
二
％
伸
び
ま

し
た
、。

そ
れ
で

は
各
部
門
ご
と
に
分
け
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

総

務

費

歳
出
の
中
で
最
も
多
い
総
務
費
は
。

一

般
事
務
に
必
要
な
い
わ
ゆ
る
経
常
的

な
費
用
で
す
。
町
三
役
や
一
般
職
員
の

人
件
費
、
町
報
印
刷
な
ど
の
文
番
広
報

贄
。
財
産
管
理
費

、
徴
税
費
、
選
挙
賢

戸

籍
住
民
登
録
な
ど
に
要

す
る
経
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

・
庁
舎
改
造
（
窓
サ
ッ
シ
）三

〇
三
万
円

・
公
用
自
助
車
購
入
｛
六

人
用

｝

二
〇
二
万

円

・
部
落
集
会
所
建
設
補
修
費
補
助
金

｛
上
野
、
鳥
取
、
光
明
寺

｝
．
四
九
万
円

・
生
活
バ
ス
路
線
維
持
補
助
（
梁
川
‐

貝
田
槹

）
　
　
　
　
　

一
〇
一
‘一
万
円

・
町
史
編
さ
ん
費
　

べ

．こ
二
〇
万
円

・
町
税
計
算
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業

て

一
四
万
円

・
広
報
印
刷
費

匸

一
〇
万
円

土

木

費

五
十
年
鷹
は
道
路
の
祭
儀
と
公
営
住

宅
建
股
を
皿
点
施
策
と
し
ま
し
た
。
道

路
は
新
般
一
件
、
改
良
六
件
、
舗
装
三

件
を
な
し
、
ま
た
山
崎
事
大
坂
地
内
に

簡
易
耐
火
構
透
二

階
建

一
〇
戸
の
公
営

住
宅
を
建

般
し
ま
し
た
。

・
道
路
台

帳
整
備
委
託
料

二
三
一
万
円

・
只
田
・
石
畑
地
内
町

道
緋
水
工
事

一
六
〇
万
円

・
町
道
補
修
資
材
　
　

四
六
九
万

円

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）



（
次

ペ
ー
ジ
よ
り
）

・
高
寺
二
号
線
舗
袋
工
事

『

一
五
〇
万
円

・
内
谷
西
堂
繃
町
道
改
良
工
事

气

こ
二

四
万
円

・
峯
窿
上
野
線
町
道
改
良
工
事

七
四
八
万
円

・
山
崎
事
大
坂
地
内
町

道
新
設
工
事

一
行
一
二
万
円

・
徳
江
地
内
商
田
ニ
ー斗
蒔
纏
舗
装
工

事

一
こ
二
四
万
円

・
岩
塚
線
町
遵
改
良
工
嘔

．こ
六
九
万
円

・
北
古
舘
．
皈
鳩
、
沢
田
団
地
内
銅
貨

工
嘔
　
　
　
　
　
　

四
こ
一
万
円

・
公
営
住
宅
修
繕
ｒ

嘔
　

一
．二
・八
万
円

・
山
崎
字
大
坂
地
内

・
公
営
健
宅
建
設

工
事
　
　
　
　

四
、
气
丘
八
万
円

教
　

育
　

費

小
・
中
学
校
。
幼
碓
園
の
施
般
や
蟐

品
な
ど
の
螯
卿
、
ま
た
。
阯
会
教
育
、

社
会
教
育
の
振
興
の
た
め
図
喬
、
備
品

の
瞬
入
、
各
種
大
会
参
加
奨
励
、
各
楝

団
体
の
宵
成
。
講
演
食
、
講
習
会
の
開

催

な
ど
瞶
僅
的
に
推
し
耄
め
ま
し
た
。

’
三
町
掌
校
給
食

セ
ン
タ
ー
協
議
会
負

担
金
　
　
　
　
　

『

〇
五
四
万
円

・
小
・
中
学
校

徊
日
直
代
行
員
賃
金

四
八
四
万
円

‘
大
技
小
学
校
組
合
負
担
金二

九
三
万
円

・
県
北
中
学
校
七
教
室
床
彊
瞥
工
事

二
三
七
万

円

・
各
小
学
校
備
品
購
入
（
教
材
も
含
む
）

五
一
八
万
円

’
藤
田
．
森
江
野
幼
推
圃
附
品
購
入

一
四
五
万
円

‘
中
学
校
哮
品
購
入
（
教
材
も
ま
む
ヽ

二
丘
丘
万
円

・
各
小
学
校
校
舎
維
持
補
修
費

一
．二
五
万
円

民

生

費

常
設
保
育
所
の
な
い
森
江
野
、
小
坂

大
木
戸
、
大
岐
地
区

に
季
節
保
育
所
を

開
設
｛
延
日
数

．
六
〇
Ｈ
、
幼
児
数
約

了
圦
○
人
一

し
．
幼
児
の
安
全
保
肓
と

農
家
の
一
助
を
は
か
り
ま
し
た
【

ま
た

町

単
独
嘔
業
十
じ

て
亟
度
陣
害
者

に
あ

り
で

は
三

級

こ
二
〇
人
こ

楠
紳
者
に

あ
っ
て
は
Ｂ
級

一
べ
人

】
に
対
し
て
医

療

費
の
扶

助
、
八
〇

歳
以
上

の
老

人

ご
一
一
一
人

）
に
対
し
て
敬
老
年
命
を

交
け
す
る
な
ど
、
社
金
的
弱
者
の
福
祉

向
上
を
は
か
り
ま
し
た
．

・
老
人
医

原
十
割
給
付三

、
七
六
〇
万
円

‘
児
奩
手
当
交
付
金

：

六
九
こ
万
円

・
季
節
保
育
所
開
設
　

ヒ
九
丘
万
円

・
重
度
心
身
障
害
者
医
瞭
給
付

こ
六
九
万
円

・
老
人
医
瞭
高
額
分
国

保
会
計
締
出
し

こ
○
○
万
円

・
費
縵
老

人
ホ
ー
ム
組
合
負
担
舎

一
三
五
万
円

・
敏
老
年
金
交
付
　
　

一
〇
五
万
円

農
林
水
産
業
費

農
業
の
振
興
に
大
き
な
期
隨
が
寄
せ

ら
れ
て

い
る
ほ
場
整
備
事
業

は
、
第
こ

工
区
の
う
ら
醢
江
地
内
三
六
ヘ

ク
タ
ー

ル
が
完
了
し
ま
し
た
．
ま
た
、
農
鴦
就

襄

改
善
対
策
、
作
付
転
換
誘

導
な
ど
柵

助
寥
業
の
摧
ほ

と
、
農
道
螯
庸
一
件
、

農
用
水
路
卜

件
、
畜
慶
関
係

に
つ
い
て

は
町
営
牧
野
の
管
理
小
曜
を
建
設
し
ま

し
た
、

・
伊
達
西

節
庭
襄
基
盤
整
備
協
議
会
負

担
ｔ
　
　
　
　
　
　

八
三
〇
万
円

・
農
業
育
成
楠
助
金
　
　

．
０
０
万

円

・
農
業
就
業
改
裨
対
策
事
業
補
助
金

二

．
九
万

円

・
各
橦
団
体
等
楠
助
僉

二
八
七
万
円

・
農
夐
災
害
利
子
補
給
金
一
一
八
万
円

・
水
路
改
良
等
測
Ｉ
委
託
料一

六
七
万
円

・
地
城
間
発
特
別
対
策

ハ

ヒ
二
万
円

・
県
営
大
技
地
区

湛
水
防
除
事
業
負
担

金
　
　
　
　
　
　
　

六
一
六
万
円

・
小
畑
繃
牀
道
開
設
事
桑
九
六
〇
万
円

・
鳥
取

線
林
道
開
設
事
業

：

二
四
八
万
円

・
桑
折
町
・
国
見
町
有
北
山
組
合
特
別

９
担
金
　
　
　
　
　
　

匸

一
六
万
円

▲
山
崎
字
大
坂
地
内
に

完
成
し
た
公
営
住
宅

卜
大
坂
地
内
の
公
営
住
宅

に
入
る
道
路
新
設

▲貝田・石畑地内町道排水工事



▲麗々と進むほ塲整備 右上 内谷西道線町道改良工事

右下 岩塚線町道改良工事

衛

生

費

公
立
藤
田
病
院
組
合
、
伊
達
地
方
衛

生
処
理
組
合

。
火
葬
場
協
議
会
負
担
金

は
、
住
民
生
活
に
直
結
し
て
い
る
皿
要

な
施
設
の
整
爾
拡
充
を

は
か
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
結
核
検
診
、
成
人
病
険
診

各
種
予
防
接
種
な
ど
、
住
民
の
健
康
を

守

る
重
要

な
旌
概
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

・
伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
負
担
金

气

七
五
二
万
円

・
成
人
病
検
診
等
委
託
事
業一

三
一
万

円

・
公
立
藤
出
病
院
組
合
負
担
金

ス

ヒ

○
四
万
円

・
保
健
婦
活
勅
事
業
国
保
会
針
繰
出
金

三
四
〇
万
円

・
水
道
事
業
会
計
補
助
金

丘
○
○
万
円

・
桔
核
検
砂

事
業
　
　

く

○
万
円

・
成
人
病
検
診

な
ど
委
託
事
業‐．↓二

万
川

消

防

費

部
落
の
防
火
用
水
槽
の

般
一

補
助
、

防
火
水
槽
フ
ェ
ン
ス
、
ポ
ン
プ
瞋
庫
を

つ
く
る
な
ど
、
住
民
生
活
の
安
全
と
防

火
施
設
の
整
備
を
は
か
り
ま
し
た
。

・
伊
連
地
方
消
防
組
合
負
担
金

二
、
〇
四

六
万
円

・
光
明
寺
ポ
ン
プ
車
凧
建
般一

‘一
四
万
円

商

工

費

町
商
工
会

補
助
、
ま
た
、
中
小
企
業

酋
金
敵
対
簗
と
し
て
の
預
託
金
の
増
欄

を
な
≒

商
工

の
振
興
を
は
か
り
ま
し

た
。

・
巾
小
企
裳
振
興
対
策
預
託
金

八
〇
〇
万
円

・
商
工
会
振
興
費
哺
助
金

二
六
〇
万
円

特　別　会　計　決　算　額

{単位円}

会　lt　名 � 歳　 人 � 歳　 出 �差　 引

国民健康保険

Ｕ田簡帖水道

宵　　　英

入山 財産区

大木戸財産区

蕀Ⅲ 叫嶇区 �334

 .750. 7

14 .772.629　2

 707 ,　2

 . 2 .】58

78. 】

526.07】�ﾛ

 5.2　

に ､ 9 靆

1.186.660　

2.022 ｺ 96

0.4 川

417.537�,

 575.　l.

 3.443　1.520.973

加 3. 2

9.7　

108.534

水　道　事　業　決　算　額

l 単他円･

水 道 嘔 袰 � 皮　 人 � 歳　 出 �

一

差　 引

収 益 関 係

賣 本 間 係 �661.　　1(X),(XX)�ﾕ

 52.

丨 4.270.3�　　　　　l

3､5  圏 .  7

゜4.  ﾛ  0.35 ま

－　 一 一

資本的関係差引不足額は。過年度分及び当 度分1μ益助世留
保資金で嫡てんした。

献血にご協力下さい／

11月16日に献血バスが来町

信用金庫前　 午前９時30 分～10時

役　場　 前　 午前10～正午

国見寛子前　 午後１時 ～３時



グループ 紹 介

小 坂 婦 人 会

ビン詰 講習会に集まったみなさん

私
だ
‘り
小
収
睇
人
会
に
は
現
在
会
員

が
μ

卜
八
名
お
り
、
他
の
婦
人
会
と
同

じ
く

い
ろ
い
ろ

な
參
裳
を
実
施
！
？

む

り
ま
↑

。
敬
老
会
の
参
加
、
々
弟
会
や

包
人

ク
ラ

ブ
と
の

鵬
’
４
‥
い
、
皿
動
公

や
盆
踊
り
人
会
の
参
如
、
ａ

閖
閧

に
Ｊ

４

付
教
室
、
生
け
佗
や
吋
理
の
戚
μ

公

’。冫
一
を
卜

い
ま
Ｆ

・
ふ

’・
。
婦
人
会
活
動

に
は
い
ろ

い

ろ
な
問
題
が
ぶ
り
、
Ｈ
φ
役
０

一
川
＆

鬯
’ｙ
て

い
る
刀
が
現
匯
て
Ｉ
　

ま
り
。、

最
近
刀
急
ぶ
な
吐
公
の

竃
は
’ノ

で

‘！
。

な

ご
へ

婦
人
の
ｔ
活
川
凹
や
が
庭
乍

店
に
人
き
な
問
題
が
山
哨
二
ご
お
り
ま

Ｌ

。
私
た
ち
は
地
域

に
む
。け
る
婦
廴
の

性
別
を
自
覚
し
、
ｙ

″‥
活
佝
や
実
八
活

佃
か

‘
『
展
川
し
な
討
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

ご
ヽ
い
ま
Ｆ

時
に
＆

い
べ
を
Ｌ
休
と
’‐、七
部
落
活

鈞
を
介
成
・
≒

沖
ぱ
し
て

い
き
た

い
の

こ
笞

い
气
の
人
会
を
蹈
望
し
ぐ
む
り
ま

Ｉ
　

そ
し
て
健
煢
々
地
収
乱
勤
、
匝
臨

嘔
成
の
謡
動
を
推
薦
’
う

い
き
た

い
と

俘
じ
ま
Ｆ

．

公

妊

仲
野
　

卜
り

き

４
２
９
１
・・

深

　
ま

　
る

　
秋

「
走
ろ
う
会
」
に
参
加
し
よ
う

藤

出

字

毆
日
り
台

一

唯

々
木
　

治
　

郎

卜
月
卜
日
の
体
町
の
日
を
記
念
し
て

公
民
館

か
ら
「

走
ろ

う
会
」
の
急
員
を

軅
喚
す
る
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
。
小
生

は
若

い
時
か
ら
ス

ホ
ｊ
Ｚ
、
特

に
七
る

こ

と
、
冰
ぐ
こ

と
に
典
味
を
深

く
も
っ

て

い
た
か
ら
ｇ

人
で
参
川
申
し
込
み
を

自

分

は

自

分

な

り

に

以

前

か

ら

．
人

で

羚

Ｌ

４

‘ｔ

る

こ

と

に

し

て

い

だ

ｉ
’
、

ま

た

七

る

レ
‐
き

に

、

．
咫

で

走

１１

て

い

る

町

民

阿

人

か

に

べ
气

だ
　

そ

れ

ら

の

廴

は

そ

れ

ぞ

れ

に

自

分

こ

コ

．
―
乙

を

定

め

て

隘

朝

の

よ

う

に

走

．・．
て

い

る

Ｉ

そ

の

よ
『
‐！
な

人

が

い

る

か

ら

に

は

、

こ

の

公

民

館

の

呼

び

か

け

に

は

さ

ぞ

茖

く

の

人

が

ｌ

ま

る

む

の
・
ご
期

件

ｌ

で

い

た

が

卜

Ｈ

は

あ

い

に

く

の

巾

空

の

た

め

こ

の

計

画

む

空

振

り

と

な

い
て

し

ま

ｆ。
た
・

卜

．
日

に

続

ｊ

て
一
汀
‐
？

’一
の

鵬

を

聞

い

国 見史 跡めぐり

32

題字は佐藤町 長

近代教育発祥の地
泉秀寺

現

在

、

国

見

刪

．
に

は

小

．了

校

が

五

皎

あ

る

が

、

そ

５

ｔ

と

ｙ

な

．
乙

も

の

の

．

″

か

．
‘‥
｀
川

小

学

咬

」

で

、

そ

わ

は

叭

川

Ｈ

恥

片

与

に

朗

ａ

さ

れ

た

呪

在

卜

か

収

小

冫

咬

．

祕

Ⅲ

１

冫

咬

、

人

ｔ

．‥

小

冫

り

４

弌

’
で

た
う

変

１

を

峰

て

現

を

１‐
ｆ

・

’．一
Ｉ
。
力

こ

Ｊ

る

‘り

………
小

．‐．ｒ

り

力

川

咬

は

川

乱

ぺ

甲

・
『

―

．

ご

亠

る

か

そ

力

り

川

は

川

確

’．よ

．こ

Ｉ

た

り

．凶

．

川

咬

．
‥
関

１

る

捐

べ
‥
お

吋

冫

か

’り

川

Ｈ

他

六

万

μ

‥
力

・
气

々

こ

な

き

れ

Ｊ

む

り

．

＆

什

力

冫

咬

係

が

任

命

さ

れ

た

乃

は

ヒ

り

て

あ

る

の

で

．

む

そ

．６

く

そ

の

前

巉

か

と

推

測

き

ね

る

？

．ｒ

隍

係

は

帛

川

村

他

卜

．
こ

力

Ｈ

に

む

か

お

た

と

ｍ

し
わ

れ

る

か

、

現

嶐

．

石

叫

川

日

佐

価

万

叺

衛

．

４

川

Ｈ

泰

胆

次

郎

、

同

奥

山

忠

む

南

川

の

．．
．名

か

肝

命

に

廴

．

ぐ

碚

認

ご

丶

‘る

お

そ

‘
７

、
各

日

に

．

な

い

ｌ

。
．

叭

冱

か

れ

た

廴

た

．Ｊ

で

、

そ

れ

に

４

剛

μ

長

な

ど

の

Ｚ

　

ぐ

　
・

　

ぐ

ｍ

吋

１１

小

学

ヾ
　
↓

’．”
．理

山

レ
Ｃ

で

考

・
ざ

り

れ

る

『
一
と

は

、

７

小

り

が

よ

．

た

・
一
と

．

ま

た

小

幸

校

を

‘４

置

’
Ｅ

‐
、

』

‘Ｉ

４

熱

意

の

ん

ろ

人

々

か

む

ご

．’‘ ’・

一
と

な

・
ご

が

″
り
え

ら

り

る

そ

の

中

の

心

力

ｕ`

の

．

人

が

・叭

田

村

の

へ

、
一

Ⅲ

八

郎

左

噺

門

ご

あ

．

た

．

波

は

開

校

’
と

問

し

な

い

卜

．

り

に

、

幸

ｉ

冫
．Ｆ

引
　

．
此

拾

四

昏

を

献

納

’
・
．

【

磚

碓

斷

刀

５

沢

に

ぶ

Ｉ

】
…

…

Ｆ

占

汞

曽

Ｇ

の

処

嘔

と

惑

じ

…

…

仏

竃

代

よ

り

ｉ

蔵

の

字

鴛

．
攸

を

当

校

に

献

納

い

し

た

き

旨

を

の

ぺ

て

い

ろ

Ｉ

叭

Ⅲ

Ｈ

の

こ

の

隊

な

へ

々

の

男

力

に

お

っ

て

学

副

の

制

定
､

 当
 
I 
･ 
ﾔ に

い

六

年

に

似

設

さ

れ

た

む

の

で

も

ろ

う

藤

川

・

人

木

．″

に

は

そ

の

吊

の

内

に

£

校

が

閘

ａ

さ

Ｉ

．
‘
　

咄

兄

町

少

」

１

・

４

１

ｊ
　

４
‘ｓ

卯

Ｊ
・
Ｊ



て
い
た
か
ら
時
刻
に
行
っ
て
見
た
。
力

の
抜
け
る
よ
う
な
６

じ
た
。
集
ま
っ
た

の
は
た
っ
た
三

人
。
２
一
人
で
公
園
の
周

囲
を
走

っ
た
。

走
る
こ

と
。
歩
く
こ

と
の
良
い
こ
と

は
雄
で
も
周
知
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、

現
状
は
ど
う
だ
ろ
う
。
車
の
便
利

さ
に

お
さ
れ
、
自
分
の
大
切
な
体
の
こ
と
は

後
ま
わ
し
に
な
り
、
す
ぐ

搴
を
利
用
し
て
し
ま
う
。

子
ど
も
遠
も
同
じ
だ
。

自
転
車
に
乗
っ
て
し
ま
う

そ
の
た
め
か
。
暸
の
出
か

か
っ
た
庁
年
。
肥
満
な
子

ど
も
が
目
立
っ
て
き
た
。

小
生
が
藤
田
小
学
校
の
教

員
だ
っ
た
こ
ろ
、
五
、
六

年
生
で
遠
足
に
万
藏
様
ま

で
行
き
、
帰
り
に
は
か
け

っ
こ
を
し
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
今
の
子
ど
も
遣

に
は
考
え
る
こ
と
も
出
来

な
い
こ
と
と
思
う
。

せ
め
て
朝
の
一
吟
を
走

る
、
少
く
、
い
ず
れ
も
自

分
の
力
に
合
わ
せ
て
行
え

ば
よ
い
と
考
え
る
。
小
生

な
ど
の
よ
う
に
瓦
十
政
の
坂
を
越
し
た

も
の
、
六
十
歳
を
越
し
た
も
の
が
、
我

が
子
の
よ
う
な
二
ｔ

政
代
の
者

と
一
緒

に
考
え

る
の
は
無

理
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
自
分
一
人
で

や
っ
て
見
よ
う
と
思

っ
て
も
な
か
な
か
ふ
み
出
せ
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
れ
に
は
、
や
は
り
こ
の
よ

う
な
虐
ろ
う
会
に
で
も
入
。つ
て
行
う
の

が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

十
日
の
日
に
会
津
若
松
市
で

、
市
民

マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
七
ト
ニ

歳
の
老
人

が

参
加
し
、
寛
走
し
た
と

い
う
。
賞

に
入

る
よ
り
こ
れ
が
大

切
な
こ
と
で

は
な
か

ろ
う
か
。
わ
が
町
で
も
、
こ
の
よ
う
な

マ
ラ
ソ
ン
人
会
が
実
施
で
き
な
い
も
の

だ
ろ

う
か
。

走
ろ
う
会
ｌ

自
分
の
体
力
を
維
持

す
る
会

と
し
て
一
人
で
も
多
く
の
会
員

が
集
ま
り
ま
す
よ
う
考
え
た
た
め
、
筆

を
取

っ
た
次
第
で

あ
る
。

10月　 神無月（かんなづき）

17 日・貯蓄 の 日

20 日・ 新聞週間 始 まる

24 日 一国際 漣合 デ ー・新聞

少 年の日

26 日・ 原子力の 日

27 日・読 書週間

11月　 霜 月 （しもつ き）

１日・灯 台記念 日・自 衛隊

記 念日・ 教青 文化週聞

・ 文化財嶐 跚強調 週間

３日・ 文化の日

４ 日・十 三夜

５日 ・52 年度年 賀は ぞき売

り出 し

７日 ・立冬

８日 ・世 界都市 針画 の日

11日 ・世 界平和 記念日

14日 ・大相撲 九州場 所始 ま

る

ひと囗 が太りすぎのもと

太りすぎの原因が食べす

ぎであることはもはや常識
です。それも、たったひと
口が太りすぎをつくるので

す。　１日100カロリー（茶
わん半杯分）ずつ食べすぎ

ると一年で４キロ太るとい
う計算になります。これく
らいならという油断が問題

むしろ｡100 カロリーぐらい
ずつ少なめに食ぺるのがコ
ツです。

秋 を い ろ ど る 国 見 町 文 化 祭
棗文化祭のお問い合 わせは教育委再会へ　T  E L 2 】 Ⅱ (代表） 有引 7 ｰ

斤 事 名 � 内　　　　　　 容 �畊　　 Ｈ �畤　　 筒 �会　　 崎 � 擒　　　　　 嬰

咎人のつどい �ダンスとんしゃべりバーテ４ �月 23 日 1上�19:OO ｰ 口 �町民福祉センター�
主管 咎人の貪
共僂 圃見町胄年食・小城胄年会18:00

～19:00初心古講習会

農　 畩　 食 �

●・日本画・写真・陶酋・手芸
絵馬・仰句・偉向・盆義・菊花・生

花 新聞から見た竄県百年の孝み

鳥令者作品・児鴦生健作晶・その他 �10

月昶日1上1

31H 1日｝�
９：００～１７：圜 �町民体育館 �入場無叫

茶　　　 席 �
荼道へのいざない（畠干家j
お気軽にお立ち寄りください �10

月31日ＩＨＩ�10 : 00～15:OC�町民福祉センター�
主管 国児町茶道クラブ,
無 料

芸 能 発 表食 �
艮朗・吟詠・¶曲・日本匍踊
コーラス �11月

７ｎｌＨ｝�10 : （X）～IS: 30 �町民櫑祉センター�人蝸無叫

文 化 講演 会 �現代の庶民文化 �ⅱ 月 3 ﾘ　　{
文化の日１

�
９ ： ３ｇ）～ ２１ ： （・

�町民褞祉センター�
球師 県芸術文化聞体連絡協岨会　

搴胯局長 丹野溝栄毆
入場鳥叫

押 棋 大 会 �将帆をとむして若い世代との
文液をはかる �11

月23日(
耡労感桝のⅢ �10 : 

（X〕～15:00 �町民纂祉センター�
女費300円 昼食持参
小・中・高枚の児瘋生健参加大歓迎

母と子のつどい �ふるさとの遊び
・人彫刷

毋と子のおしやぺりパーテｆなど �未　 竃 �13 : 00
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おごそかに戦没者迫悼式

４９０柱をしのぶ

町
が
．こ
年
月
ご
と
に
実
施
し
て

い
る

戦
没
者
追
悼
式

が
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴

に
め
ぐ
ま
れ
た
さ
る
九
Ｉ

ゴ
．卜
日
、
町

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
吁
わ
れ
ま
し

た
．

当
日
は
遺
族
四
九
〇
名
の
関
係
者
多
数

の
方

々
が
参
列
、
已

き
父
、
夬
．
ｆ
、

兇
弟
な
ど
の
英
靈
の
面
影
を
し
の
び
．

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
堂
は
満
員
で
し
た
．

式
は
、
午
前
卜
時

、
住
民
課
長
の
開

式
の
辞
で
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
続
い

で
英
霊
の
め

い
福
を
祈

っ
て
全
員
が
一

分
間
の
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
．
次
に

町
長
の
式
辞
．
そ
し
て
追
悼
の
こ
と
ば

を
県
知
事
代
理
の
福
鳥
社
会
福
祉
事
摶

所
・
阿
部
次
長
、
菊
地
町
議
会
議
長
、

大
咄
祁
遺
族
会
長
、
哂
口
市
図
‘
連
分
会

艮

、
宍
．尸
町
遺
族
会
長
が
噸
次
述
べ
ら

ね
ま
し
た
．．
祭

壇
に
は

い
ま
が
盛
り
と

十
る
菊
の
人
輪
な
ど
生
花
が
み
こ
と
に

節
ら
ね
、
胸
に
せ
ま
る
お

ご
そ
か
な
ふ

人
い
き
が
場
内

い
・・．
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
４「
二

最
険
に
遺

族
の
代
表
の
力
六
人

が
．

祭
壇
に
延
み
諸
英
憲
に
袈
花
を
哄
え
る

『
献
花
』
が
行
わ
れ
て
、
午
前
卜

．
叶

す
ぎ
式
を
閉
じ
ま
し
た
．

前
町
長
関
口
氏
の
告
別
式

し

め
や
か
に
め
い
福
を
祈

る

病
訊
刀
た
め
去
る
八
り
ト

ー
日
淅一
去

き
ね
ま
し
た
前
町
艮
関
口
通

謇
氏
の
χ

別
式
が
、
九
日
７ａ
日
艮
呶
々
で
し
め
や

か
に
う
わ
れ
ま
し
た

ｔ
ｉ
別
式
は
キ
険

畤
よ
り
始

め
ら
わ

遺
詼
、
壇

世
　・
　
三
　
飜
　
鴎
、
県
会
議

ｎ

、
町
長
、
町
溝
会
議
員
を
は
じ
め
、

町
内
関
係
者
な
ど
約
五
百
人
が
参
列
、

遺
影
を
加
に
娩
蠢
し
め

い
脇
を
听
り
ま

し
た
．

故
関
口
遊
孝
氏

は
叫
治
四
卜
丘
￥
六

月
ニ
ト
九
日
に
生
を
う
け
．
昭
和
九
吊

日
本
大
学
’ｒ

抖
終
ｒ

纔
、
呶
卓
地
方
簡

い
｀
保
険
Ｑ
に
勤
務
、
昭
和
卜
四
￥

旧
陸

甲

一
中
尉
一

昭
和
．
．卜
、一
￥
藤
田
町
収

人
役
、
昭
和
二
十
九
年
岡
兒
町
収
人
役

昭
和
四
上

．￥
ヒ
月
国
見
町
助
役
、
昭

和
四
Ｌ
じ
こ
乍
卜

．
り
よ

り
円
Ｉ
ヒ

年
卜

一
ｎ
り
ま
で
国
兒
町
艮
．
公
立
藤
川
総
合

哨
院
組
合
資
理
ｓｎ
な
と
の
要
職
に
あ

．

て
尽
力
さ
れ
た
功
績
は
滅

に
潭
大
で
Ｉ

農
林
大
臣
よ
り
感
謝
状

長
谷
川
益
三
さ
ん
　
志
村
勲
さ
ん

大
田
久
吉
さ
ん

さ
る
九
月
卜
八
日
、
東
北
農
政
Ｑ

福

鳥
統
針
情
報
嘔
哨
所
よ
り
、
喪
陣
人
臣

収
蔚

状

が
伝
嶝
さ
れ
ま
し
た
．
思
謝
状

を
受
日
た
の
は
、
艮
竚
川
諡
一
二
さ
ん
｛
高

城
二

也
村
勲
さ
ん
｛
鳥
峨

｝
．
人
川

久
占
さ
人

一
徳
江
‘
の
．こ
人
で
す
．

艮
谷
川
さ
ん
と
志
村
さ
ん
は
．
農
家

経
済
湖
査
農
家
と
！
』で
卜
弟
間
、
自
雫

の
収
人
・
女
出
な
ど
を

糾
べ
て
調
査

に

協
力
、
ま
た
大
川

、
　
ぐ
　に
　
辟

、
淞

生
産
費
調
姦
喪

家
と
し
て
経
費
の
内
容

や
勤
气
‐
な
ど
を
調
べ
、
農
業
統

計
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
十

、

老令年金の計算方法あなたはどのくらい？

II支給さd: る方
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町
長
選
挙

十
一
月
十
三
日
（
土
）
が
投
票
日

任
期
満
了
に
よ
る
国
見
町
展
選
挙
は

十
一
月
六
日
告
示
さ
れ
、
卜

。
月
十
’こ

日
に
投
票

が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

投
累
で
き
る
人

・

選

挙

人

名

簿

に

登

録

さ

れ

て

い

る

方
’
昭

和
一
・
一
十

一

年

ｔ

一

月

十

四

日

ま

で

に

生

れ

た

方

’
昭

和

五

十

一

午

八

月

一

日

ま

で

に

転

人

届

を

し

た

方

不
在
者
投
票

・
投
票
当
日
汢
ｊ
の
鄒
合

や
、
病
気

出
峺
。
団
体
旅
行
な
ど
で
投
攀
で

き
な
い
方

・
ト

ー
月
六
日
よ
り
ト

ー
リ
ト
二
日

ま
で
（
土
曜
、
口
曜
で
も
不
在
古

投
票

が
で
き
ま
す
）

・
畔
間
は
、
午
前
八
時
ミ
ト
分
よ
り

午
険
丘
時
ま
で
、
町
殴
場
内
選
嗔

管
理
委
員
会
で

・
不

在
者
投
攀
さ
れ
る
方
は
、
そ
の

理
由
を
証
す
る
宣
誓
蠢
が
必
要
で

す
か
ら
印

か
ん
を
持
参
Ｆ

さ

い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
察

・
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
．
身

体
障
害
者
１

帳
．
戦

傷
病
占
手
帳

を
侍

り
て

い
る
方
が
該
当
し
ま
す

・
こ
れ
は
自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
り

投
畊
十
る
方
法
で
あ
り
日
数
が
か

か
り
ま
す
の
で
告
示
日
前
に
？
目

に
お
問
合

せ
く
だ
さ

い
．

代
理
投
票

・
身
体
の
故
障
で

自
分
で
字
が
１

け

な
い
方

に
は
投
票
所
で
係
が
代
理

で
記
概
し
て
く
れ
ま
す
。

＠
遡
挙
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
町
選
挙

管
理
委
員
会
、
電
話
２
－

１
－

１

、
宵

線
4
1
5
4
1

に
お
斡
い
し
ま
す
。

善
意
の
窓

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

阿
部
ユ
キ
さ
ん
　

托
万
円

一
唾
江
字
巾
ノ
内
卜
．
．
｝

カ
ッ
プ
ル
誕
生

瓦
川
中
に
棔
糾
届
廴
た
人
で

国
ｕ
、町
に
佳
人
で
い
る
人

氏
　
　

叭

糾
落
｛
荊
匯
断
‘

当
　モ

田
川

兒
玉
美
爬
Ｆ

福
鳥
市

松
川

禀
男

貝
田

人
山

津
子

ほ
原
町

壕
野
目

に
郎
落
の
道

路
を
守
り
つ
づ

け
て
い
る
お
￥

よ
り

が
い
る
。
こ
の
方

は
、
大
字
塚
野
目
字
金
屋
の
野
田

勝
実

さ
ん
。
七
十
九
歳
。

舗
装
き
れ
て
い
な
い
道
路
は
、
ｍ

が

降
る
た
ぴ
に
土
砂
が
流
れ
、
石

が
飛

び

出
し
．
ま
た
単
が
通
れ
ば
道
路
し
す
ぐ

い
た
ん
で
穴
だ
ら
け
．

野
田

さ
ん
は
数
年
も
前

か
ら
「
少
し

で
も
役
立
て
ば
…
…
」
と
．
暇
を
兄

で

は
道
路
を
ｆ

入
れ
し
て

い
る
の
で
あ
る

小
柄
だ
が
シ
ャ
ン
と
伸
び
た
背
筋
、
日

や
け
し
た
顏
。
と
レ

　
亠

　
ミ

と
は

思
え
な
い
ほ
ど
、
若
く
て
元
気
だ

。

「
体

が
勦
く
う
ち
は
…
…
」
と
謙
虚

に
踊
る
野
田
さ
ん
。
き
ょ
う
も
一
帖
巾

を
押
し
、
つ
る
は
し
ゃ
庸
ぐ
わ
を
侍

り

て
。

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
い
た
ん
だ
と
こ
ろ
を

直
し
て
い
る
。

‘
侮

よ

り

Ｉ

こ

の

よ
う

な

か

く
ｈ

だ

裨
μ

ｓ
ｎ
を

知

っ
て

い
る
な

、

ま

た
は

心

温

ま
る

話

を

聞

い
た

こ

と
が

あ

る
方

．

ど

ん
な

小

さ

な
こ

と
で

も
結

構
で

ず
か

ら

役
場

広

報

広
一

俳

ま
で

お

知

ら
せ

く

だ

さ

い
．

道路を守っている

塚野目の野田さん

統

計
功
労

者
表

彰

阿

部

重

雄

さ

ん

（

宮

町

名
　

一
ｉ
″

・
　
　

―
―

佐

驛

充

作

さ

ん

｛

碆
　

否

国

見

電

子

株

式

会

社

さ
る
九
月
こ
ト
ニ
ｎ

会
沖
若
松
市
で

開
催
さ
れ
た
第
二
十
六
回
福
鳥
県
統
針

人
食
に
お
い
て
、
農
年
統
計
刈
査
員

と

し
て
倒
か
れ
た
功
績
に
よ
り
、
阿
部
重

雄
｛
富
町
北

气

佐
藤
充
作
（
餓
江

）

両
氏
に
福
島
県
統
針
協
会
会
長
か
ら
表

彰
を
う
日
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
昭
和
ニ
ト
二
年
か
ら
興

査
貝
と
し
て
、
国
勢
翩
査
を
は
じ
め
世

界
農
林
業
セ

『
ノ
サ
ス
、
農
業
基
本
調
査

就
裏
搆
造
基
本
調
査
。
事
業
所
統
計
綱

査
、
商
業
、・
工
裏
続
針

調
査
、
僅
宅
闘

査
、
農
家
台
帳
調
査
作
成
、
米
樹
基
本

技
計
測
査
な
ど
あ
ら
ゆ
る
調
査
を
さ
れ

ま
し
た・
。
一
方

。
佐
藤
さ
ん
は
昭
和
こ

卜
。二
年
か
・
り
、
国
勢
調
査
、
世
界
農
林

袰
セ
ン
ガ
ス
、
農
業
基
本
調
査
、
農
家

台
帳
作
成
調
査

。
緊
樹
棊
本
調
重
な
ど

を
助
め
ら
れ
、

い
ず
れ
も
目
立
た
ぬ
随

れ
た
存
在
な
が
ら
艮

い
間
続
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
業
統
針
調
査
協
力
優
良
事

裏
所
と
し
て
国
兇
電
子

細
に
過
産
大
臣

友
彰
さ
れ
ま
し
た
。
工
業
統
計
調
査
は

‥毋
￥
、
年
末

に
行
わ
れ
ま
す
が
、
国
見

襦
子
㈱
は
操
業
開
始
以
来
哨
極
的
に
飼

査
に
協
力
、
そ
の
姿
勢
が
こ
ん
ど
の
表

彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。



福
島
・
桑
折
・
国
見

森
林
組
合
が
合
併

森
林
組
合
の
合
俳
に
つ
い
て
は
多
年

の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
が
、
県
お
よ
び

町
当
局
の
指
導
と
組
合
員

各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
、

さ
る
九
月

｝
日
、
福
鳥
森

林
組
合
、
桑
折
町
森
林
組
合
、
国
兄
町

轟
林
組
合

が
合
併

。
新
し
く
福
鳥
森
林

岨
合
が
発
足

い
た
し
ま
し
た
。

森
林
机
合
の
目
的
は
、
碓
林
施
行
の

合
理
化
。
お
よ
び
森
林

生
産
の
増
長
と

そ
の
経
済
的

。
社
会
的
地
位
の
向
匕
を

は
か
る
た
め
に
あ
り
ま
す

。
が
、
組
合

員
の
協
力
な
く
し
て
は
組
合
の
経
営
は

成
り
立
た
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
森
林
組
合
の
裳

務
は
、

福
鳥
森
林
組
合
で
行
い
ま
す
が
、
ご
不

明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
役
場
の

産
裏
諢
に
遠
慮
な
く
お
た
ず
ね
下
さ

い
。

福
鳥
森
林
組
合
の
出
資
金

は
。

。
囗

三
百
円
で
す

が
、
旧
国
・兒
町
森
林
組
合

は
一
口
二
百
円
で
し
た
の
で
、
そ
の
差

額
充
当
の
こ
と
に
つ
い
て
は
。
旧
役
員

が
今
年
中

に
ご
扣
談
に
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
福
鳥
森
休
組
合
の
理
事
と
し

て
当
町
よ
り
佐
藤
獰
次
郎
、
宍
戸
一
二
郎

両
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
櫑
鳥
森
林

組
合
の
事
務
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

福
鳥
市
岡
郎
字
ｈ

条

’
四

番
地

魯
福
鳥
（
3
4
）
９
０
‐

５

狂
犬
病
予
防
注
射

～
サ

ー
ビ
ス

狂
犬
病
予
防
注
射
は
先
に
各
地
区
ご

と
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
鄒
合
懇
く
て

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
実
施
し
ま
す

。

こ
の
機
会
を
戝
が
し
ま
す
と
戸
別
訪

闘

と
な
り
料
金

が
高
く
な
り
ま
す
。

日

時
十
月
三
卜
‐１
日

午
胯
九
畔
か
ら
ト

ー
時
ま
で

鳩

所
倹
場
的

持
参
す
る
も
の

注
射
代
と
し
て
丘
百
四
卜
円

毫
未
登
録
者
は
印
か
ん
と
二
百
円

が

加
罧

に
な
り
ま
す
。

愛
犬

が
死
亡
な
ど
し
て
、
い
な

い
場

合

は
保
健
課
衛
生
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ

さ
い
。｛

酋
有
四
一
五
六

公
二
一
一

こ

青
年
海
外
協
力
隊
を

募
集

福

鳥
県
で
は
、
十
月
十
五
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
中
米
、
南
太
平

洋
の
関
発
途
上
国

の
国
づ
く
り
に
参
加
す
る｛
二

年
間

｝
青

年
海
外
協
力
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

資

格

満
．
Ｔ

歳
か
ら
三
十
丘
歳
ま
で
の
青

年
男
齔

桑

種

農
林
水
産
、
鉱
工
翕
、
交
通
通
信
、

土
木
建
設
、
医
畷
、
教
青
、
音
楽
、
ス

ポ
ー
ツ
の
分
野

く
わ
し
く
は
膃
鳥
県
生
活
鳳

境
部
県

民
生
活
課
に
お
問
い
合
わ
せ
Ｆ

さ
い
。

福
鳥
市
衫
霽
町
こ
一

一
六
号

き
福
島

云

｝
1
1
1
1

内
線
2
1
6
0

～
２

青
色
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

青
色
申
告
は
、
単
に
脱
金
の
面
で
有

利
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
帳
簿
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
Ｘ
Ｊ
営
の
内
容
や

資
金

繰
り
の
状
況
な
ど
が
よ
く
わ
か
り
経
言

の
合
理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

青
色
申
告
が
で
き
る
人
は
、
事
楽
所

陦
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の
あ
る

人
で
す
。

青
色
巾
告
を

す
る
と
、
青
色
申
告
控

除
や
青
色
専
従
者
給
与
な
ど
数
多
く
の

特
典
が
あ
り
、
陛
金
は
少
な
く
な
り
ま

す
Ｊ お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

ｉ

川
中

に
驪
日

ら
れ
た
方
ｙ

『
軟
Ｉ
鴫

』

－
父

の
氏
・
Ｑ
】
　

’
ｆ
の
ｇ

‘
　
　

ヽ
部
君
・

菅

野
　

一

明

敏

行
　

小

舘

佐

藤

晴

雄

千

春
　

第

四

班

須

藤

正

男

楷

徳
　

板

檎

還

藤
　

一

夫

昌

美
　

鳥

取

吉

田

敏

彦
　

淳
　
　

山

恨

秦
　

決

成

紀
　

錦

町

松

浦

金

光

金

蔵
　

光

明

寺

高

檎
　

實

陽

子
　

泉

田

中

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

’
九
月
中

に
椹
け

ら
れ
た
寿
一
　

一
皿
称
略
一

｛
氏
　

Ｓ

’
　

一
舉
令
一
　

｛

郎
一
一

還

藤

庫

泊
　
8
2
　
　

光

明

寺

吉

田

忠

夫
　
7
0
　
　

第

四

班

央

戸
　

ッ

ヤ
　
4
8
　

石

毋

田

北

菅

井
　

（

ナ
　
8
2
　
　

泉

田

下

八

木

沼

エ

キ
　
7
8
　
　

錦

町

遠

藤

福

平
　
8
2
　
　

宮

町

北

膚

居

榮

之

助
　
8
8
　
　

第

三

班

佐

藤

年

毒
　
2
4
　
　

中

部

編
集

日

記

○
遅
れ
て

い
た
噛
刈
も
よ
う
や
く
進
ん

で
今

が
盛
り
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

今
年
、
わ
が
町
の
冷
害
被
書
額
は
水
柵

を
中
心
に
、
か
つ
て
な

い
二
慂
数
千
万

円
に
の
ぽ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
小
坂
、
大
木
戸
地
区
の
山
閥
部
の

陂
害
が
ひ
ど
く
。
取
り
入
れ
の
表
愉
も

さ
え
ま
せ
ん
。

Ｏ
秋
ほ
ど
多
く
の
形
容
飼
の
つ
く
季
節

は
な
い
で
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

芸
術
の
秋
、
読
１
の
秋
、
そ
し
て
天
鳥

く
馬
肥

ゆ
る
秋
：
：
‥・

ｅ
ｌ
ｅ

。
大

い
に

食
べ
て
体
力
づ
く
り
を
し
、
来
た
る
べ

き
沈
滞
の
冬
に
纎
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た

静
か
に
更
け
ゆ
く
秋
の
夜
、
燈
火
に
親

し
む
の
も
い
い
も
の
で
す

。

今

月
の
納
税

町
県
民
税

国

保

税

第
三
期
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